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【手続補正書】
【提出日】平成23年2月9日(2011.2.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モノドメイン垂直配向型の液晶セルと、
　前記液晶セルに駆動波形を印加する駆動装置と
を有し、
　前記モノドメイン垂直配向型の液晶セルは、
　相互に対向配置された第１及び第２の基板と、
　前記第１及び第２の基板に挟まれた液晶層と、
　前記第１の基板の前記液晶層側上方、及び、前記第２の基板の前記液晶層側上方に形成
され、電圧無印加時において該液晶層の液晶分子に８８．５°以上８９．９°以下の範囲
内のプレティルト角θｐが付与され、かつ該液晶層の液晶分子がモノドメイン配向するよ
うに、前記第１の基板側と前記第２の基板側の少なくとも一方に配向処理がなされた第１
及び第２の垂直配向膜と
を有し、
　前記駆動装置は、デューティ比及び前記プレティルト角θｐに応じたフレーム周波数ｆ
を有するＡ波形を前記液晶セルに印加し、前記フレーム周波数ｆは、
　１／４デューティ以上で１／３１デューティ以下のとき、８８．５°≦θｐ＜８９．６
°で６０Ｈｚ以上であり、８９．６°≦θｐ≦８９．９°で［１２０×（θｐ－８９．６
）＋６０］Ｈｚ以上であるか、または、
　１／３２デューティ以上で１／１１９デューティ以下のとき、８８．５°≦θｐ＜８９
．６°で６０Ｈｚ以上であり、８９．６°≦θｐ≦８９．９°で［６０×（θｐ－８９．
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６）＋６０］Ｈｚ以上であるか、または、
　１／１２０デューティ以上のとき、８８．５°≦θｐ≦８９．９°で６０Ｈｚ以上であ
る液晶表示装置。
【請求項２】
　モノドメイン垂直配向型の液晶セルと、
　前記液晶セルに駆動波形を印加する駆動装置と
を有し、
　前記モノドメイン垂直配向型の液晶セルは、
　相互に対向配置された第１及び第２の基板と、
　前記第１及び第２の基板に挟まれた液晶層と、
　前記第１の基板の前記液晶層側上方、及び、前記第２の基板の前記液晶層側上方に形成
され、電圧無印加時において該液晶層の液晶分子に８８．５°以上８９．９°以下の範囲
内のプレティルト角θｐが付与され、かつ該液晶層の液晶分子がモノドメイン配向するよ
うに、前記第１の基板側と前記第２の基板側の少なくとも一方に配向処理がなされた第１
及び第２の垂直配向膜と
を有し、
　前記駆動装置は、デューティ比及び前記プレティルト角θｐに応じたフレーム周波数ｆ
を有するＢ波形を前記液晶セルに印加し、前記フレーム周波数ｆは、
　１／４デューティ以上で１／３１デューティ以下のとき、８８．５°≦θｐ＜８８．８
°で６０Ｈｚ以上であり、８８．８°≦θｐ≦８９．９°で［３１２×（θｐ－８８．８
）＋６０］Ｈｚ以上であるか、または、
　１／３２デューティ以上のとき、８８．５°≦θｐ＜８８．８°で６０Ｈｚ以上であり
、８８．８°≦θｐ≦８９．９°で［１６０×（θｐ－８８．８）＋６０］Ｈｚ以上であ
る液晶表示装置。
【請求項３】
　モノドメイン垂直配向型の液晶セルと、
　前記液晶セルに駆動波形を印加する駆動装置と
を有し、
　前記モノドメイン垂直配向型の液晶セルは、
　相互に対向配置された第１及び第２の基板と、
　前記第１及び第２の基板に挟まれた液晶層と、
　前記第１の基板の前記液晶層側上方、及び、前記第２の基板の前記液晶層側上方に形成
され、電圧無印加時において該液晶層の液晶分子に８８．５°以上８９．９°以下の範囲
内のプレティルト角θｐが付与され、かつ該液晶層の液晶分子がモノドメイン配向するよ
うに、前記第１の基板側と前記第２の基板側の少なくとも一方に配向処理がなされた第１
及び第２の垂直配向膜と
を有し、
　前記駆動装置は、デューティ比及び前記プレティルト角θｐに応じたフレーム周波数ｆ
を有するＢ波形を前記液晶セルに印加し、前記フレーム周波数ｆは、
　１／４デューティ以上で１／３１デューティ以下のとき、８８．５°≦θｐ＜８９．０
°で１００Ｈｚ以上であり、８９．０°≦θｐ≦８９．９°で［３１２×（θｐ－８９．
０）＋１００］Ｈｚ以上であるか、または、
　１／３２デューティ以上で１／１１９デューティ以下のとき、８８．５°≦θｐ＜８９
．０°で１００Ｈｚ以上であり、８９．０°≦θｐ≦８９．９°で［１６０×（θｐ－８
９．０）＋１００］Ｈｚ以上であるか、または、
　１／１２０デューティ以上のとき、８８．５°≦θｐ≦８９．９°で１００Ｈｚ以上で
ある液晶表示装置。
【請求項４】
　モノドメイン垂直配向型の液晶セルと、
　前記液晶セルに駆動波形を印加する駆動装置と
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を有し、
　前記モノドメイン垂直配向型の液晶セルは、
　相互に対向配置された第１及び第２の基板と、
　前記第１及び第２の基板に挟まれた液晶層と、
　前記第１の基板の前記液晶層側上方、及び、前記第２の基板の前記液晶層側上方に形成
され、電圧無印加時において該液晶層の液晶分子に８８．５°以上８９．９°以下の範囲
内のプレティルト角θｐが付与され、かつ該液晶層の液晶分子がモノドメイン配向するよ
うに、前記第１の基板側と前記第２の基板側の少なくとも一方に配向処理がなされた第１
及び第２の垂直配向膜と
を有し、
　前記駆動装置は、デューティ比及び前記プレティルト角θｐに応じたフレーム周波数ｆ
を有し、極性反転ライン数Ｍが１以上でデューティ数の１／２以下であるＣ波形を前記液
晶セルに印加し、前記フレーム周波数ｆは、
　１／４デューティ以上で１／３１デューティ以下のとき、８８．５°≦θｐ＜８９．２
°で６０Ｈｚ以上であり、８９．２°≦θｐ≦８９．９°で［２１６×（θｐ－８９．２
）＋６０］Ｈｚ以上であるか、または、
　１／３２デューティ以上で１／１１９デューティ以下のとき、８８．５°≦θｐ＜８９
．２°で６０Ｈｚ以上であり、８９．２°≦θｐ≦８９．９°で［１１０×（θｐ－８９
．２）＋６０］Ｈｚ以上であるか、または、
　１／１２０デューティ以上のとき、８８．５°≦θｐ≦８９．９°で６０Ｈｚ以上であ
る液晶表示装置。
【請求項５】
　モノドメイン垂直配向型の液晶セルと、
　前記液晶セルに駆動波形を印加する駆動装置と
を有し、
　前記モノドメイン垂直配向型の液晶セルは、
　相互に対向配置された第１及び第２の基板と、
　前記第１及び第２の基板に挟まれた液晶層と、
　前記第１の基板の前記液晶層側上方、及び、前記第２の基板の前記液晶層側上方に形成
され、電圧無印加時において該液晶層の液晶分子に８８．５°以上８９．９°以下の範囲
内のプレティルト角θｐが付与され、かつ該液晶層の液晶分子がモノドメイン配向するよ
うに、前記第１の基板側と前記第２の基板側の少なくとも一方に配向処理がなされた第１
及び第２の垂直配向膜と
を有し、
　前記駆動装置は、デューティ比及び前記プレティルト角θｐに応じたフレーム周波数ｆ
を有し、極性反転ライン数Ｍが１以上でデューティ数以下であるＣ波形を前記液晶セルに
印加し、前記フレーム周波数ｆは、
　１／４デューティ以上で１／３１デューティ以下のとき、８８．５°≦θｐ＜８８．８
°で６０Ｈｚ以上であり、８８．８°≦θｐ≦８９．９°で［３１２×（θｐ－８８．８
）＋６０］Ｈｚ以上であるか、または、
　１／３２デューティ以上のとき、８８．５°≦θｐ＜８８．８°で６０Ｈｚ以上であり
、８８．８°≦θｐ≦８９．９°で［１６０×（θｐ－８８．８）＋６０］Ｈｚ以上であ
る液晶表示装置。
【請求項６】
　モノドメイン垂直配向型の液晶セルと、
　前記液晶セルに駆動波形を印加する駆動装置と
を有し、
　前記モノドメイン垂直配向型の液晶セルは、
　相互に対向配置された第１及び第２の基板と、
　前記第１及び第２の基板に挟まれた液晶層と、
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　前記第１の基板の前記液晶層側上方、及び、前記第２の基板の前記液晶層側上方に形成
され、電圧無印加時において該液晶層の液晶分子に８８．５°以上８９．９°以下の範囲
内のプレティルト角θｐが付与され、かつ該液晶層の液晶分子がモノドメイン配向するよ
うに、前記第１の基板側と前記第２の基板側の少なくとも一方に配向処理がなされた第１
及び第２の垂直配向膜と
を有し、
　前記駆動装置は、デューティ比及び前記プレティルト角θｐに応じたフレーム周波数ｆ
を有し、同時ライン選択数Ｎが２以上４以下であるＭＬＳ波形を前記液晶セルに印加し、
前記フレーム周波数ｆは、
　１／４デューティ以上で１／３１デューティ以下のとき、８８．５°≦θｐ＜８９．３
°で６０Ｈｚ以上であり、８９．３°≦θｐ≦８９．９°で［１５０×（θｐ－８９．３
）＋６０］Ｈｚ以上であるか、または、
　１／３２デューティ以上で１／６３デューティ以下のとき、８８．５°≦θｐ＜８９．
３°で６０Ｈｚ以上であり、８９．３°≦θｐ≦８９．９°で［７５×（θｐ－８９．３
）＋６０］Ｈｚ以上であるか、または、
　１／６４デューティ以上のとき前記ＭＬＳ波形の同時ライン選択数Ｎを４として、８８
．５°≦θｐ≦８９．９°で６０Ｈｚ以上である液晶表示装置。
【請求項７】
　前記配向処理は、前記第１及び第２の垂直配向膜へのアンチパラレルのラビング処理で
ある請求項１～６のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　斜め電界配向制御マルチドメイン垂直配向型の液晶セルと、
　前記液晶セルに駆動波形を印加する駆動装置と
を有し、
　前記斜め電界配向制御マルチドメイン垂直配向型の液晶セルは、
　相互に対向配置された第１及び第２の基板と、
　前記第１及び第２の基板に挟まれた液晶層と、
　前記第１の基板の前記液晶層側上方、及び、前記第２の基板の前記液晶層側上方にそれ
ぞれ形成された第１及び第２の電極層であって、該第１及び第２の電極層には複数の開口
が形成され、表示面内で、該第１の電極層に形成された開口と、該第２の電極層に形成さ
れた開口とが、一方向に交互に並ぶように配置された第１及び第２の電極層を有し、
　前記駆動装置は、フレーム周波数が６０Ｈｚ以上のＡ波形を前記液晶セルに印加する液
晶表示装置。
【請求項９】
　斜め電界配向制御マルチドメイン垂直配向型の液晶セルと、
　前記液晶セルに駆動波形を印加する駆動装置と
を有し、
　前記斜め電界配向制御マルチドメイン垂直配向型の液晶セルは、
　相互に対向配置された第１及び第２の基板と、
　前記第１及び第２の基板に挟まれた液晶層と、
　前記第１の基板の前記液晶層側上方、及び、前記第２の基板の前記液晶層側上方にそれ
ぞれ形成された第１及び第２の電極層であって、該第１及び第２の電極層には複数の開口
が形成され、表示面内で、該第１の電極層に形成された開口と、該第２の電極層に形成さ
れた開口とが、一方向に交互に並ぶように配置された第１及び第２の電極層を有し、
　前記駆動装置は、フレーム周波数が３００Ｈｚ以上のＢ波形を前記液晶セルに印加する
液晶表示装置。
【請求項１０】
　斜め電界配向制御マルチドメイン垂直配向型の液晶セルと、
　前記液晶セルに駆動波形を印加する駆動装置と
を有し、
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　前記斜め電界配向制御マルチドメイン垂直配向型の液晶セルは、
　相互に対向配置された第１及び第２の基板と、
　前記第１及び第２の基板に挟まれた液晶層と、
　前記第１の基板の前記液晶層側上方、及び、前記第２の基板の前記液晶層側上方にそれ
ぞれ形成された第１及び第２の電極層であって、該第１及び第２の電極層には複数の開口
が形成され、表示面内で、該第１の電極層に形成された開口と、該第２の電極層に形成さ
れた開口とが、一方向に交互に並ぶように配置された第１及び第２の電極層を有し、
　前記駆動装置は、極性反転ライン数Ｍが１以上でデューティ数の１／２以下であり、フ
レーム周波数が２００Ｈｚ以上のＣ波形を前記液晶セルに印加する液晶表示装置。
【請求項１１】
　斜め電界配向制御マルチドメイン垂直配向型の液晶セルと、
　前記液晶セルに駆動波形を印加する駆動装置と
を有し、
　前記斜め電界配向制御マルチドメイン垂直配向型の液晶セルは、
　相互に対向配置された第１及び第２の基板と、
　前記第１及び第２の基板に挟まれた液晶層と、
　前記第１の基板の前記液晶層側上方、及び、前記第２の基板の前記液晶層側上方にそれ
ぞれ形成された第１及び第２の電極層であって、該第１及び第２の電極層には複数の開口
が形成され、表示面内で、該第１の電極層に形成された開口と、該第２の電極層に形成さ
れた開口とが、一方向に交互に並ぶように配置された第１及び第２の電極層を有し、
　前記駆動装置は、極性反転ライン数Ｍが１以上でデューティ数以下であり、フレーム周
波数が３００Ｈｚ以上のＣ波形を前記液晶セルに印加する液晶表示装置。
【請求項１２】
　斜め電界配向制御マルチドメイン垂直配向型の液晶セルと、
　前記液晶セルに駆動波形を印加する駆動装置と
を有し、
　前記斜め電界配向制御マルチドメイン垂直配向型の液晶セルは、
　相互に対向配置された第１及び第２の基板と、
　前記第１及び第２の基板に挟まれた液晶層と、
　前記第１の基板の前記液晶層側上方、及び、前記第２の基板の前記液晶層側上方にそれ
ぞれ形成された第１及び第２の電極層であって、該第１及び第２の電極層には複数の開口
が形成され、表示面内で、該第１の電極層に形成された開口と、該第２の電極層に形成さ
れた開口とが、一方向に交互に並ぶように配置された第１及び第２の電極層を有し、
　前記駆動装置は、同時選択ライン数Ｎが２以上４以下であり、フレーム周波数が１５０
Ｈｚ以上のＭＬＳ波形を前記液晶セルに印加する液晶表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明の一観点によれば、モノドメイン垂直配向型の液晶セルと、前記液晶セルに駆動
波形を印加する駆動装置とを有し、前記モノドメイン垂直配向型の液晶セルは、相互に対
向配置された第１及び第２の基板と、前記第１及び第２の基板に挟まれた液晶層と、前記
第１の基板の前記液晶層側上方、及び、前記第２の基板の前記液晶層側上方に形成され、
電圧無印加時において該液晶層の液晶分子に８８．５°以上８９．９°以下の範囲内のプ
レティルト角θｐが付与され、かつ該液晶層の液晶分子がモノドメイン配向するように、
前記第１の基板側と前記第２の基板側の少なくとも一方に配向処理がなされた第１及び第
２の垂直配向膜とを有し、前記駆動装置は、デューティ比及び前記プレティルト角θｐに
応じたフレーム周波数ｆを有するＡ波形を前記液晶セルに印加し、前記フレーム周波数ｆ



(6) JP 2008-281752 A5 2011.3.31

は、１／４デューティ以上で１／３１デューティ以下のとき、８８．５°≦θｐ＜８９．
６°で６０Ｈｚ以上であり、８９．６°≦θｐ≦８９．９°で［１２０×（θｐ－８９．
６）＋６０］Ｈｚ以上であるか、または、１／３２デューティ以上で１／１１９デューテ
ィ以下のとき、８８．５°≦θｐ＜８９．６°で６０Ｈｚ以上であり、８９．６°≦θｐ
≦８９．９°で［６０×（θｐ－８９．６）＋６０］Ｈｚ以上であるか、または、１／１
２０デューティ以上のとき、８８．５°≦θｐ≦８９．９°で６０Ｈｚ以上である液晶表
示装置が提供される。
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